
 

 

 

第 6 期第 2 回福岡市男女共同参画審議会（平成２7 年 3 月 20 日） 
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資料２ 



１．次期男女共同参画基本計画の枠組みについて（案） 

（１）名称 

福岡市男女共同参画基本計画（第３次）（以下「第３次基本計画」という。）

とする。 

 

（２）計画期間 

平成 28 年度から平成 32 年度までの５年間とする。 

 

（３）第３次基本計画策定の視点 

①社会経済情勢の変化に適切に対応する。 

②解決できていない課題に取り組み，あらゆる分野での女性の参画を進める。 

③多様な人材の活用，多様な視点の導入を図り，将来にわたって豊かで活力

に富んだ持続可能な社会を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）体系 

① 体系の構成 

第２次基本計画の枠組みを継続する。 

基本目標 福岡市が市民と共に目指すべき姿 
   

施策の方向 基本目標の実現に向けて取り組むべき方向 
   

具体的施策 今後５年間に推進する施策 

② 基本目標 

第２次基本計画の６つの基本目標を継続する。 

③ 施策の方向及び具体的施策 

第２次基本計画をベースに，今後検討する。 

  

【 解決できていない課題（第２次基本計画策定時）】 

・根強く残る固定的性別役割分担意識 
・増加するＤＶ相談，深刻化するＤＶの被害 
・低い市内企業のワーク・ライフ・バランス認知度 
・解消しない女性のＭ字カーブ 
・政策・方針決定過程への女性の参画は不十分
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④ ＤＶ基本計画 

    第２次基本計画と同様に，基本目標２の施策の方向１をＤＶ防止法に基

づく 市町村基本計画に位置付ける。 

⑤ 女性の活躍推進計画（仮称） 

現在，国会に法案が提出されている「女性の職業生活における活躍の推

進に関する法律案」において，市町村は「市町村推進計画」の策定を努力

義務とされているため，新たに基本目標５の施策の方向の１つを「市町村

推進計画」に位置づける。 

  【参考】 

   ・第２次基本計画 体系表（Ｐ３～４） 

   ・（内閣府資料）第４次男女共同参画基本計画の策定スケジュール・検討体制（Ｐ５） 

   ・（内閣府資料）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律案の概要（Ｐ６） 

 

（５）数値目標等 

    別紙「数値目標（案）について」（Ｐ７） 

    別紙「参考指標（案）について」（Ｐ８） 

 

（６）重点的に取り組む施策 

    第２次基本計画では４つの項目を設けている。 

    第３次基本計画では，設定するかどうかを含め，今後検討する。 

 

（７）検討課題 

    別紙「次期計画における検討課題（案）」（Ｐ９～10） 

 

（８）進行管理 

    第３次基本計画の進行管理については，計画策定後に検討する。 
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基本目標

1 学校教育における男女平等教育の推進

2 教育に携わる者への研修の充実

3 男女共同参画推進センターにおける取組の推進

4 拠点施設としての支援の充実

5
区役所、人権啓発センター、婦人会館、市民センターに
おける取組の推進

6 公民館における取組の推進

7 男女共同参画に関する調査・研究

8 男女共同参画に関する広報と情報提供

9 市民団体、ＮＰＯ、自治協議会等との連携・共働

10 大学との連携

11 報道機関との連携

12 男女平等に関する国際理解の推進

13 在住外国人女性への支援

14 配偶者等からの暴力防止に向けた意識啓発

15 相談体制の充実

16 保護体制の充実

17 被害者の自立のための支援

18 関係団体との連携

19 セクシュアル・ハラスメント等の防止に向けた広報・啓発

20 市職員のセクシュアル・ハラスメントの防止

21 教育現場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止

22 相談の充実

23 性犯罪被害の防止及び犯罪被害者への支援

24 青少年への意識啓発

25 母性機能の社会的重要性に関する認識の浸透

26 出産前後の女性の健康管理の支援

27 ライフステージに応じた心身の健康管理の支援

： 【重点的に取り組む施策】

施策の方向 具体的施策

１
　
男
女
平
等
意
識
が
浸
透
し
た
社
会
を
目
指
し
ま
す

２
　
女
性
へ
の
暴
力
が
根
絶
さ
れ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す

2

3

配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護
（福岡市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に
  関する基本計画）

1

男女共同参画推進センターを中心とした啓発・学習の
全市的展開

2

市民等との連携・共働の推進3

男女平等教育の推進

1

福　岡　市　男　女　共　同　参　画　基　本　計　画　（　第　２　次　）　　　体　系　表

4 国際理解・交流の推進

セクシュアル・ハラスメント等及び性犯罪の防止

生涯にわたる健康支援
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基本目標

28 企業等への広報・啓発

29 育児・介護休業制度に関する広報と情報提供

30 仕事と生活の調和のとれた生き方の普及

31 市役所における育児・介護休業中の男女への支援

32 男性への意識啓発

33 男性の家庭生活や地域活動への参画促進

34 生活的自立のための学習機会の提供

35 多様なニーズに対応した子育て支援の充実

36 子育てしやすい環境づくり

37 介護支援の充実

38 相談の充実

39 ひとり親家庭の自立促進と生活の安定

40 審議会等への女性の参画促進

41 市役所における男女共同参画の推進

42 企業における女性の参画促進

43 農林水産業の分野における女性の参画促進

44 企業等への広報・啓発

45 男女共同参画推進に取り組む企業の事例紹介

46 働く女性への労働に関する広報と情報提供

47 働く女性の能力開発のための研修の実施

48 働く女性の交流の場の提供

49 相談の充実

50 就業意識の啓発と職業能力の向上

51 女性の起業支援

52 再就職への支援

53 地域の主体性を尊重した男女共同参画の推進

54 自治協議会等を中心とした男女共同参画意識の浸透

2 地域における男女共同参画推進活動の支援 55 男女共同参画協議会等の活動支援

56 自治協議会等への女性役員の参画促進

57 地域の女性リーダー育成と活躍支援

3 地域活動の方針決定過程への女性の参画促進

3

1 地域における男女共同参画意識の浸透

女性の就業支援

1

2 男性の家庭・地域への参画促進

2 働く女性への支援

1

2

1

4

3

市の政策・方針決定過程への女性の参画促進

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

あらゆる分野の意思決定過程への女性の参画促進

男女の均等な機会と待遇確保

ひとり親家庭への支援の充実

子育て・介護支援の充実

５
　
働
く
場
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お
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て
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女
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等
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き
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施策の方向 具体的施策
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（内閣府資料）
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（内閣府資料）
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数値目標（案）について 

 

① 社会全体での男女の地位の平等感 

第２次基本計画では，目標値を30％として取り組んできたが，初期値【H20意識調査】13.0％（女

性 9.6%，男性 18.3%）に対し，現状値【H25 意識調査】14.3%（女性 9.8％，男性 21.2％）とほと

んど上昇していない。よって，引き続き第３次基本計画においても数値目標とする。 

第３次基本計画目標値：３０％（据え置き） 

 
 

②《新規》「男は仕事、女は家庭を守るべきである」という考え方に否定的な人の割合 

市総合計画において、H34年度までの目標値が女性80％，男性75％となっており、現状値は【H25  
意識調査】47.5%（女性 51.1%，男性42.0%）である。 
上記を踏まえ，第３次基本計画において，新たに数値目標を設定する。 

第３次基本計画目標値：女性７５％ 男性７０％ 

 
   

③ 審議会等への女性の参画率 

第２次基本計画では，目標値を 35％として取り組んできたが，初期値【H22.6.1 時点】28.9％に

対し，現状値【H26.6.1時点】29.8%であり，目標値達成は厳しい状況である。 
現在，参画率については，行政委員会と法律・条例に基づいて設置しているものを合わせた数値を

目標値に設定しているが，他の自治体の設定状況等も鑑み，第３次基本計画からは行政委員会を除く

等の（実情に合わせた）整理をした上で算出することとする。 
ただし，行政委員会への女性の参画についてもこれまでと同様，引き続き促進を図っていく。 

第３次基本計画目標値：４０％（行政委員会を除く等，整理） 
 

 

④ 市職員の女性登用の目標値（総務企画局と検討中） 

 第２次基本計画では，役付職員に占める女性の割合 20％以上を達成するため，「総括主任級職員の

うち 30 歳代の職員に占める女性の割合と同年代の職員全体に占める女性の割合とが同等になること」

を目標として取り組んできたが，それぞれ現状値【H26.7.1時点】46.6%，49.7%とほぼ達成しつつあ

るため，新たな数値目標の設定について検討を行っている。 

 

 

⑤《新規》企業における女性管理職比率 

市総合計画において、H34 年度までの目標値が 12％となっており、現状値は【H26 労働実態調査】

9.1％(速報値)である。 

上記を踏まえ，第３次基本計画において，新たに数値目標を設定する。 

第３次基本計画目標値：１２％ 

  

- 7 -



参考指標（案）について 

 

第２次基本計画に引き続き，基本計画の進捗状況をわかりやすく示す指標として、参考指標を設定

する。参考指標の項目は，以下のとおり変更する。 

区 分 参  考  指  標 

基本目標1 《削除》「男は仕事、女は家庭を守るべきである」という考え方に否定的な人の割合  

現状値（H25） 女性 51.1% 男性42.0% 全体47.5% 

※市総合計画目標値(H34) 女性80％男性75％ ＜中間目標値(H28）女性70％男性65％＞ 

                        参考指標→数値目標設定へ 

基本目標２ 《継続》配偶者等から暴力を受けたことがある人の割合 

現状値（H25） 精神的暴力：女性40.4％ 男性26.3％ 

        身体的暴力：女性15.3％ 男性 6.1％ 

        性的暴力  ：女性20.8％ 男性 5.2％ 

《継続》配偶者等から暴力を受けた際、我慢した人の割合 

現状値（H25） 女性43.8％ 男性48.7％ 

基本目標３ 《継続》家庭生活における男女の平等感（平等と感じる人の割合） 

 現状値（H25） 女性23.3% 男性39.9％ 全体29.7% 

《継続》男性も育児休業，介護休業，子の看護休暇を積極的に取得すべきと考える人の割合 

 現状値（H25） 女性21.4% 男性20.4％ 全体21.0% 

《継続》男性も育児休業，介護休業，子の看護休暇を取ることは賛成だが、現実的には取り

づらいと思う人の割合 

 現状値（H25） 女性65.4% 男性60.5％ 全体63.4% 

基本目標５ 《継続》職場における男女の平等感（平等と感じる人の割合） 

現状値（H25）女性 15.9％ 男性23.1％ 全体18.6％ 

《変更》女性の年齢階級別の労働力率・潜在的労働力率 

→25歳から 44歳までの女性の就業率  

 現状値（H24）70.3％  

※市総合計画目標値（H34）75％ ＜中間目標値（H29）70％＞ 

→数値の把握可能年の関係から、数値目標は設定しない 

基本目標６ 《継続》地域における女性の参画状況 

現状値（H26）18.4% 
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次期計画における検討課題（案） 

①女性の活躍推進 

≪背景≫ 

本市では 26年度に女性の活躍推進担当を配置し，力を入れて取り組んでいる。 

女性の活躍推進は国の成長戦略の中核に位置付けられ，現在法案が国会に提

出されている。法案では自治体の推進計画策定が努力義務とされ，男女共同参

画基本計画の一部に位置付けることも可能となっている。（3/6 内閣府 男女共

同参画主管課長等会議にて確認） 

女性活躍推進法の国会通過時期を見極めつつ，第３次計画にどのように盛り

込むか検討が必要である。 

 

現在の具体的施策 

・企業における女性の参画促進       ・相談の充実 

・働く女性への労働に関する広報と情報提供 ・就業意識の啓発と職業能力の向上 

・働く女性の能力開発のための研修の実施  ・女性の起業支援 

・働く女性の交流の場の提供        ・再就職への支援 

 

 

②男性の家庭・地域への参画促進 

≪背景≫ 

現在の第２次基本計画では，基本目標３の施策の方向として，男性の家庭・

地域への参画促進を位置付けているが，近年、男性の介護や働き方の見直し等，

男性を取り巻く問題が増えてきており，男女共同参画の観点から取り組むべき

課題も多い。 

国の第４次基本計画の検討資料においては，「男性」の視点を計画全体にわた

る横断的視点に位置付けるとされており，今後の国の動向に留意しつつ検討す

る。 

 

現在の具体的施策 

・男性への意識啓発  

・男性の家庭生活や地域への参画促進  

・生活の自立のための学習機会の提供 

 

新しい要素 

・男性管理職の意識啓発 ※国の第３次基本計画より 

・男性の相談体制の確立 ※国の第３次基本計画より 

・退職者等の地域への円滑な参画支援 ※国の第３次基本計画より 

 （孫育ての応援，地域デビューの支援等） 
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③地域における男女共同参画の推進 

≪背景≫ 

 地域における男女共同参画の位置付けが分かりにくい，各校区の男女共同参

画協議会の活動内容について，市がもっと具体的な事例を示す等すべきとの意

見が聞かれるようになった。 

 その一方で，現在「地域のまち・絆づくり検討委員会」で地域コミュニティ

との共働のあり方の見直しが行われている。 

結論は２７年度末に出る予定で，第３次基本計画策定と同時期となるため、

審議の動向に留意する必要がある。 

 また、防災（特に地域の）における男女共同参画推進について、東日本大震

災以降、その必要性がクローズアップされている。 

 

現在の具体的施策 

・地域の主体性を尊重した男女共同参画の推進 

・自治協議会等を中心とした男女共同参画意識の浸透 

・男女共同参画協議会等の活動支援 

・自治協議会等への女性役員の参画推進 

・地域の女性リーダー育成と活躍支援 

 

新しい要素 

 ・防災における男女共同参画の推進 ※国の第３次基本計画より 

 

 

④ＤＶ防止のための教育等の充実 

≪背景≫ 

 ＤＶによる被害者・加害者を生まないために，若年期からの教育は重要であ

り，発達段階に応じた取り組みが必要である。 

本市では，学校教育において男女平等教育において取り組んでいるが，ＤＶ

への理解が十分とは言えない。 

また，若者における交際相手からの暴力の防止については，ネットなどへの

勝手な書き込みなど，デジタル暴力も問題になっており，コミュニケーション

手段の急速な変化の中，教育における取り組みの強化が必要である。 

 

現在の具体的施策 

・高校生のためのデートＤＶ防止教育講演会 
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２．部会の設置について 

（１）部会の設置及び構成について（案） 

委員数 
審議項目 

（基本目標） 
部  会  名 

部会１（６名） 基本目標１・６ 男女平等教育・地域支援部会 

部会２（６名） 基本目標２・４ ＤＶ防止・政策方針への参画促進部会 

部会３（６名） 基本目標３・５ ワーク・ライフ・バランス・女性の活躍促進部会

※各部会では，担当する基本目標の第３次基本計画（案）及び第２次基本計画の進行管

理について審議し，部会案を決定する。 

※審議会（全体）では，各部会から部会案を報告した後，全体で審議し，審議会意見を

決定する。 

※第３次基本計画の総論（体系，数値目標等，基本目標以外の部分）については，審議

会（全体）で審議する。（部会では審議しない） 

（２）部会の進め方 

日時・場所 会 議 審  議  内  容 

７／● 
14:00～ 

1504 会議室 

審議会 

○第３次基本計画（案）について 

（総論：体系，数値目標等） 

○第２次基本計画の進行管理について（全体説明） 

７／● 
審議会終了後 

1503 会議室
1504 会議室 
1505 会議室 

部 会 
（３部会） 

１回目 

○第３次基本計画（案）について（各論：基本目標）

○重点評価項目の審議・評価（平成２６年度実績） 

７／● 

時間，場所 
は今後調整 

部 会 
（３部会） 

２回目 

○第３次基本計画（案）について（各論：基本目標）

○重点評価項目の審議・評価（平成２６年度実績） 

７／● 

時間，場所 
は今後調整 

部 会 
（３部会） 

３回目 

○第３次基本計画（案）について（各論：基本目標）

※部会案決定 

○第２次基本計画の総合評価（平成２３～２６年度）

８／● 

 

14:00～

1504 会議室 

審議会 

○３部会における審議報告 

 ①第３次基本計画（案）（各論：基本目標） 

②重点評価項目の審議・評価（平成 26 年度実績）

③第２次基本計画の総合評価（平成２３～２６年度）

○第２次基本計画に対する審議会評価について（最

終評価） 

 ①総合評価，②26 年度実績 

○第３次基本計画（案）について（原案確定） 
 

- 11 -



３.今後のスケジュール（案）

時期

市役所内（関係各課）の意見等取りまとめ

１回目 ７月６日（月曜日）１４：００～

２回目 未定

３回目 未定

４回目 ８月下旬

１２月 事務局によるパブリックコメントを踏まえた最終案の準備

審議会による審議

福岡市男女共同参画基本計画（第３次）策定

パブリックコメント回答

１月

９月

主な予定事項

地域の意見等取りまとめ　（対象：男女共同参画協議会及び自治協議会を予定）

２月

議会中間報告に向けた市役所内の調整

議会への中間報告（９月議会）

パブリックコメント

※審議事項：①パブリックコメント回答案
　　　　　  ②答申案　　　　　　　　　等

審議会（３～４回）

４～６月

議会へ報告

男女共同参画推進協議会（市役所の推進体制）及び同幹事会の開催

男女共同参画推進協議会 幹事会の開催

地域の意見等取りまとめ　（対象：男女共同参画協議会及び自治協議会を予定）

１０～１１月

答申

７～８月

※審議事項：①次期計画の策定について
　　　　　  ②現行の基本計画の進行管理・評価
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